
市
立
第
二
小
学
校（
武
蔵
村
山
市
）―
―
芸
術
教
育

教
育
現
場
で
は
、
児
童
の
学
力
低
下
や

集
中
力
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
多
く
の
学
校
が
、「
い
か
に
意

欲
的
に
授
業
に
取
り
組
ま
せ
る
か
」
を
テ

ー
マ
に
解
決
策
の
模
索
に
取
り
組
む
。

東
京
都
下
に
立
地
す
る
武
蔵
村
山
市
立

第
二
小
学
校
で
は
、
音
楽
や
図
画
の
授
業

で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
課
題
を

解
決
。
楽
し
い
授
業
を
実
現
し
、
学
習
意

欲
の
喚
起
に
成
功
し
て
い
る
。
児
童
か
ら

は
、「
よ
く
分
か
る
」「
楽
し
い
」
と
好
評

だ
。具

体
的
に
は
、
授
業
で
学
習
ソ
フ
ト
な

ど
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
。
学

習
意
欲
が
低
下
す
る
原
因
は
、
新
し
い
こ

と
を
学
ぶ
際
に
抵
抗
感
を
持
つ
こ
と
。
特

に
全
く
新
し
い
分
野
を
学
ぶ
時
に
、
こ
の

傾
向
が
強
く
な
る
。
抵
抗
感
は
つ
ま
づ
き

と
な
り
、「
分
か
ら
な
い
」「
面
白
く
な
い
」

と
い
う
感
情
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
、
最
も
抵
抗
感
を
抱
き
や
す
い

単
元
学
習
で
、
児
童
が
関
心
を
持
つ
パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
、
楽
し
さ
を

演
出
し
て
い
る
。

音
楽
の
授
業
を
担
当
す
る
新
野
辺
俊
雄

教
諭
は
、「
少
し
で
も
難
し
い
と
感
じ
る

と
抵
抗
感
を
抱
き
、
そ
の
こ
と
が
学
習
意

欲
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
児
童
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
を
使
う

と
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
教
科
そ
の
も
の
に

対
す
る
関
心
も
高
ま
る
」
と
話
す
。

使
用
ソ
フ
ト
は
、
市
販
品
で
音
楽
で
は

楽
譜
作
成
ソ
フ
ト
「
音
楽
帳
」、
図
工
で

は
「
一
太
郎
ス
マ
イ
ル
」
を
活
用
し
て
い

る
と
い
う
。

Ｉ
Ｔ
で
楽
し
さ
を
演
出

こ
こ
で
、
市
立
第
二
小
学
校
の
ソ
フ
ト

を
活
用
し
た
芸
術
教
育
の
概
略
を
見
て
お

き
た
い
。
授
業
の
流
れ
は
、

①
Ｉ
Ｔ
教
育

②
独
習
能
力

③
達
成
感

―
―
と
い
う
三
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

新
単
元
の
学
習
に
入
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
た
の
が
、
①
の
Ｉ
Ｔ
教
育
だ
。
い

き
な
り
目
的
の
学
習
を
行
な
う
の
で
は
な

く
、
Ｉ
Ｔ
教
育
と
融
合
さ
せ
た
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
。

Ｉ
Ｔ
に
対
す
る
児
童
の
関
心
の
高
さ
を

利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
の
操
作

か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
最
初
の
抵
抗
感
を

払
拭
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
ソ
フ
ト
操
作

の
知
識
不
足
に
起
因
す
る
学
習
の
つ
ま
づ

き
を
防
ぐ
こ
と
も
目
的
で
あ
る
。

ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
行
な

っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
学
習
に
加
え
、
通
常
授
業

で
も
機
器
に
触
れ
る
機
会
を
盛
り
込
む
こ

と
で
Ｉ
Ｔ
教
育
の
相
乗
効
果
が
働
く
。

こ
う
し
た
前
段
階
を
経
て
、
学
習
に
入

っ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
の
ポ
イ
ン

ト
が
、
②
の
独
習
能
力
で
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
の
最
大
の
特
徴
は
、
自
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
点
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
児
童
が
一
人
で

学
ぶ
力
を
育
成
す
る
。
そ
の

際
、
徹
底
的
に
楽
し
め
る
方

法
を
教
え
る
こ
と
が
重
要
と

い
う
。

最
後
の
仕
上
げ
が
、
③
の

達
成
感
で
あ
る
。
学
習
意
欲

を
継
続
さ
せ
て
い
く
上
で
欠

か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ
。
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
に
よ
る
作
品

の
出
来
映
え
が
き
れ
い
で
あ

る
点
を
利
用
し
、
児
童
に
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音
楽
・
図
画
の
授
業
に
パ
ソ
コ
ン

楽
し
く
学
べ
る
参
加
型
教
育
を
実
践

児
童
の
学
習
意
欲
の
低
下
が
切
実
な
問
題
に

芸
術
教
育
の
音
楽
と
図
画
工
作
に
Ｉ
Ｔ
活
用
し
学
習
意
欲
を
喚
起

学
習
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
楽
し
さ
の
演
出
で
苦
手
意
識
を
克
服

児
童
の
独
習
を
促
し
学
習
効
果
を
高
め
る

●校長：高橋勝義
●所在地：東京都武蔵村山市三ツ木2-12-2
●生徒数：456人
●教員数：25人

武蔵村山市立第二小学校

■武蔵村山市立第二小学校のIT環境
児童が使えるパソコンはコンピュータールームに

設置された20台のみ。その他、十数台のプリンター、
プロジェクター1台とデジタルカメラ4台が常備され
ている。
公立小学校のIT環境としても、決して充分ではな
い。「児童が自由に使えるパソコンが少ない。せめ
て授業で1人1台づつ使えれば」というのが本音。こ
うした環境では2人で1台のパソコンを使わなけれ
ばならない。だが、同校の児童は助け合いアドバイ
スしながら授業に取り組んでいる。



奏
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、
読
譜
の
学
習

が
始
ま
る
。

「
そ
れ
ま
で
理
論
的
な
学
習
も
な
く
楽

し
く
授
業
を
受
け
て
い
た
の
が
、
算
数
や

国
語
の
よ
う
に
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
出
て
く
る
。
そ
こ
に
抵
抗
感
を
持

つ
児
童
が
多
い
」（
新
野
辺
教
諭
）。

そ
こ
で
、
音
符
の
学
習
に
市
販
の
楽
譜

作
成
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
音
符
の
読
み
方

を
学
ぶ
三
年
生
と
、
音
符
が
複
雑
に
な
る

五
年
生
で
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
読
譜
学
習
を

行
な
っ
て
い
る
。

「
苦
手
意
識
を
持
つ
前
に
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
」
と
の
こ
と
。
新
学
年
が

ス
タ
ー
ト
し
た
五
月
頃
に
三
時
間
―
四
時

間
を
割
い
て
集
中
的
に
取
り
組
む
。

①
の
Ｉ
Ｔ
教
育
の
段
階
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
の
起
動
や
終
了
な
ど
基
本
操
作
や
学
習

ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
学
ぶ
。
マ
ウ
ス
操
作

を
覚
え
る
目
的
で
、
自
由
に
音
符
を
入
力

さ
せ
る
。
こ
れ
に
は
、
遊
び
感
覚
で
楽
譜

に
慣
れ
さ
せ
る
狙
い
も
あ
る
。

②
の
独
習
能
力
の
段
階
で
は
、
課
題
曲

を
決
め
て
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
楽
譜
を
作

成
す
る
。
単
に
楽
譜
を
読
む
だ
け
で
は
面

白
味
は
な
い
が
、
階
名
や
五
線
の
位
置
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
画
面
に
入
力
す
る

作
業
は
児
童
に
も
受
け
が
い
い
と
い
う
。

こ
の
時
、
同
校
で
は
Ｉ
Ｔ
環
境
（
囲
み

参
照
）
の
制
約
を
利
用
し
て
、
効
果
的
な

学
習
方
法
を
行
な
っ
て
い
る
。
二
人
一
組

で
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
た
め
、
音
符
入
力
の

「
う
ま
く
出
来
た
」
と
い
う
感
覚
を
持
た

せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。こ
の
こ
と
が
、

達
成
感
に
つ
な
が
り
、
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
が
実
際
の
授
業
で
ど
う

行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

読
譜
学
習
に
絶
大
な
効
果

ま
ず
、
音
楽
で
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
が
活

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
児
童
が
最
も
つ
ま

づ
き
や
す
い
「
読
譜
学
習
」
で
あ
る
。
低

学
年
で
は
歌
や
打
楽
器
が
中
心
で
、
音
符

を
読
む
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。し
か
し
、

中
学
年
以
上
に
な
る
と
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演
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際
に
、
一
人
が
音
符
を
読
み
上
げ
も
う
一

人
が
打
ち
込
む
。
こ
れ
を
交
代
で
練
習
す

る
こ
と
で
、
音
符
の
読
み
書
き
を
効
率
よ

く
学
べ
る
わ
け
だ
。

作
成
し
た
楽
譜
を
再
生
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
階
名
唱
（
歌
詞
で
は
な
く
階
名
で

歌
う
こ
と
）
や
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
行
な

う
。
五
年
生
で
は
、
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
な

ど
を
自
由
に
変
更
で
き
る
機
能
を
活
用
し

て
原
曲
を
ア
レ
ン
ジ
。
作
品
を
発
表
し
意

見
交
換
を
行
な
っ
て
創
造
力
を
養
う
。

こ
う
し
た
方
法
を
学
習
す
れ
ば
、
先
生

の
伴
奏
や
演
奏
が
な
く
て
も
、
児
童
は
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
一
人
で
楽
譜
の
学
習
を
進

め
ら
れ
る
わ
け
だ
。

作
成
し
た
楽
譜
を
印
刷
し
実
際
に
リ
コ

ー
ダ
ー
を
演
奏
す
る
の
が
、
③
の
達
成
感

の
段
階
と
な
る
。
自
分
で
楽
譜
を
作
成
す

る
前
後
の
変
化
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
達
成

感
を
味
わ
え
る
。
ま
た
、
楽
譜
を
手
書
き

し
た
場
合
、「
ト
音
記
号
な
ど
う
ま
く
書

け
ず
に
、
そ
れ
だ
け
で
意
欲
を
無
く
す
児

童
も
い
る
」（
新
野
辺
教
諭
）。
パ
ソ
コ
ン

で
自
作
し
た
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
楽
譜

は
、
き
れ
い
と
い
う
だ
け
で
児
童
は
喜
ぶ

と
の
こ
と
で
あ
る
。

児
童
の「
下
手
」意
識
を
払
拭

一
方
、
図
工
を
担
当
す
る
大
澤
美
佐
子

教
諭
は
、「
絵
を
描
く
の
が
下
手
だ
か
ら

図
画
の
授
業
が
き
ら
い
と
い
う
児
童
が
少

な
く
な
い
」
と
話
す
。
特
に
高
学
年
で
こ

う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
、
五
年
生

で
お
絵
か
き
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
自
画
像
作

成
の
授
業
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｉ
Ｔ
に
慣
れ
る
①
段
階
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
し
パ
ソ
コ
ン

に
取
り
込
む
。
周
辺
機
器
の
操
作
を
覚
え

な
が
ら
、
楽
し
く
準
備
を
進
め
ら
れ
る
わ

け
だ
。

②
段
階
の
独
習
能
力
で
は
、
取
り
込
ん

だ
画
像
を
、
描
き
込
み
や
着
色
な
ど
に
よ

り
、
児
童
の
自
由
な
発
想
で
思
い
切
っ
て

加
工
さ
せ
る
。「
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
メ
リ

ッ
ト
は
描
き
直
し
が
で
き
、
偶
然
の
効
果

が
生
ま
れ
る
点
。
鉛
筆
や
筆
で
は
『
失
敗

し
た
ら
』
と
消
極
的
だ
っ
た
児
童
も
楽
し

く
描
い
て
い
る
」
と
大
澤
教
諭
。
使
う
と

楽
し
い
機
能
を
通
じ
て
、
絵
を
描
く
こ
と

が
い
か
に
面
白
い
か
を
伝
え
て
い
る
。

③
の
達
成
感
の
段
階
で
は
、
カ
ラ
フ
ル

で
き
れ
い
な
印
刷
物
と
し
て
、
児
童
が
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
作
品
を
仕
上
げ
て

い
る
。
完
成
品
を
形
と
し
て
確
実
に
残
せ

る
図
画
の
授
業
で
は
、
達
成
感
を
与
え
る

こ
と
に
よ
る
効
果
は
大
き
い
。

作
品
の
見
栄
え
が
い
い
と
、「
児
童
は

『
で
き
た
』
と
思
う
。
こ
れ
が
自
信
に
つ

な
が
り
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
く
」（
大
澤
教
諭
）
の
で
あ
る
。

市
立
第
二
小
学
校
の
児
童
が
授
業
に
取

り
組
む
顔
は
真
剣
そ
の
も
の
。
同
校
で
培

っ
た
芸
術
的
な
感
性
は
、
大
き
な
資
産
と

な
る
だ
ろ
う
。

■武蔵村山市立第二小学校の芸術教育
段階

「デジタルカメラで互いに顔写真を撮
影」「パソコンに画像を取り込む」など
の作業を通じて、周辺機器の扱いを覚
えながら、絵作りを行なう準備に楽しく
取り組む

パソコンの起動や終了、学習ソフトの
使い方からスタートし、読譜学習が楽
しいものだと印象付ける。同時に、ソ
フトを使って自由に音符を入力するこ
とで、マウスス操作を学び、遊び感覚
で音符に触れる機会を作り出す

児童が興味を持っているパソコンや周
辺機器の操作方法からスタートし、授
業の楽しさを演出することが狙い。ソ
フト操作の知識不足に起因する学習
のつまづき対策や、IT教育の相乗効果
を促すことも目的

（
Ｉ
Ｔ
教
育
と
の
融
合
）

１
段
階

「パソコンに取り込んだ画像をお絵か
きソフトを使って加工する」作業を行な
う。やり直しも可能であり、自由な発想
で思いきって画像を加工させる。色と
色を混ぜて、できるだけ多くの配色を
学ばせる

「音符の入力操作方法の学習」「課題
曲の楽譜を作成、再生による確認」「課
題曲の階名唱」といった手順で、楽しく
楽譜に親しむことにより、楽譜の楽しさ
を伝える

パソコンで学習ソフトを活用した場合、
最大のメリットは授業時間以外でも児
童が一人でも学ぶことができる点。独
習を促すために、楽しめる方法を教え
ることがポイント

（
独
習
能
力
の
育
成
）

2
段
階

完成した作品をプリントアウトする。完
成した作品を紙として残すことで、「自
分は絵が下手だ」というイメージを払拭
し、達成感と自信を与える

「既習曲の階名唱とりコーダー演奏」を
行なう。音楽ソフトで作成した楽譜を
ベースに、階名唱や楽器（リコーダー）
を演奏し、習熟度を確認するとともに、
独習できる能力を身に付ける

児童に達成感を与え、自信を持っても
らうことが狙い。パソコンで作成しプリ
ントアウトした作品はきれいに仕上がる
ことを生かし、「うまくできた」という気持
ちにさせる。そのために、必ず完成品を
形として残すことがポイント

（
達
成
感
の
提
供
）

3
段
階

狙い/ポイント 音楽（読譜学習）の場合 図画（自画像作成）の場合
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